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論文審査の要旨

192 名の高齢者を対象としたコホート横断研究において、日中光曝露と夜間メ

ラトニン分泌の関係、を検討した疫学報告である。動物実験系においては、光曝

露とメラトニンとの関連は報告されているが、日常生活において検討した報告

はいままでにない。

腕時計型受光計を用いて自由行動下の日中光日暴露について 48 時関連続測定

を2回実施し、それぞれ夜間尿中メラトニン代謝産物を測定している。

その結果、夜間尿中メラトニン代謝産物は、年齢、喫煙、ベンゾジアゼ、ピン

内服、日長時間、 1000 ルクス以上の日中光曝露じ身体活動量と関連があった。

また、霊回帰分析においても日中光曝露と夜間尿中メラトニン代謝産物に有意

な王の相関があった。

本研究はヒト日常生活における光曝露と夜間メラトニン分泌の関係を明ら

かにしたものである。データコレクションも 2回行われており、統計学的にも

十分な解析が行われている。メラトニンは癌、認知症Lうつ、高血圧、糖尿病

などのリスクを減少させることが指摘されており、メラトニンによる生物学的

日内リズムと疾病の関連を示唆したものであり、有意義な研究と評価される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに医学の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。
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